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軽度尿失禁用ショーツの濡れ特性に関する研究
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(実践女子大学)

《目的》演者らは前回の第50 回大会にて、失禁ショーツの物性及び温熱特性について

報告した。今回は滴下量を変化させた場合の生理心理的特性を中心に検討した。
《方法》本研究は実験１と実験２に大別される。実験１では健康な女子学生8 名を被験

者とした。人工気候室を用い、環境条件を27  °C RH75  % 一定に制御した。試料は前回

の実験結果に基づいて選定した２種に、新たに紙製パットを加えた計３種とした。滴下

量は５ ml 及び15ml の２条件とした。測定項目はシ3  ―ツ内の温湿度、皮膚温、主観

申告であった。被験者は椅座位安静を保持した状態で37 °cの温水を滴下された。その

後15 分間の安静を保ち、さらに10 分間の足踏み作業を行った。実験２では女子3 名を

用い、漏れについて検討を行った。試料は前回と同様の８種とした。立位にて15inl の

温水を注入しながら椅子に座らせ、５分間安静を保持させた後、ショーツ外表面の漏れ

面積を計測した。

《結果》実験１において、皮膚温は安静中では、濡れによる影響はわずかであったが、

作業開始に伴い著しく低下した。相対湿度はいずれの試料においても滴下直後より上昇

し、作業に伴い低下した。滴下量が増加すると試料間の差は拡大した。 なお相対湿度は

紙パットが最も低い水準を示した。実験２では１種の試料を除いて漏れが観察された。

これの対策として、特にシ3  ーツ脇部に対する配慮、あるいは素材及び構造面の検討が

重要であることが示唆された。
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l目的] 紙おむつの胴部や脚部には、尿漏れを防ぐためにギャザーが施されている。こ
のギャザー部の素材特性は、着用快適性や皮膚炎の発生に関与すると考えられる。本研
究では、紙おむつギャザー部素材の肌触りの良否とギャザー部崇材の力学特性、表面特
性との関係を捉え、紙おむつの性能設計に関する基礎資料を得る。

【方法1 市販の乳幼児・大人用紙おむつ61 種類を収集して試料とし、紙おむつ脚部のギ
ャザー部を切り取り、KES-FB 計測システムにより引張り、曲げ、圧縮、表面特性を計
測した。また、全試料中から30 種類を選び、成人女子30 名を被験者として脚ギャザー

部素材の手触りによる肌触りの良否の５段階評価を行った。幼児用パンツ型紙おむつ15
種類については、JISに基づいて身長85cm の幼児の大腿最大囲を参考とし、成人女子
が下腿部で水平周長32cm の位置で着用した時の肌触りの良否と圧迫感の評価も試みた。
結果] 紙おむつギャザー部素材の手触叫こよる肌触りの良否の評価値mv は、表面摩謀
係数の変動MMD 、圧縮仕事量 Ｒ]、曲げ剛性ｊ と強い本目関が示された。MMD が小

さく滑らかで、we が大きく圧縮柔らかく、ｊ が小さく曲げ柔らかいギャザー部素材の
肌触りが良い と評価された。 mv はMMD の対数変換した値の二次回帰式にあてはま

ることなど、本目関分析によって肌触りの良いギャザー部の素材特性の範囲を明確にした。
パンツ型紙おむつの着用による肌触りの評価値についてもMMD 、β と強い相関がみら
れ、手触り評価と同様の傾向が認められた。圧迫感は着用時のギャザー部の伸びひずみ
に対応する引張り荷重と関連づけられた。
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